
  令和３年度 鵜川小学校学力向上ロードマップ  2021年４月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事等 １.統括 ２.集計・分析 ３.指導・研究 ４.指導力改善 ５.検証・研修支援 

 校長 教頭     

4 

町学力調査（3・5年） 

４月２０日 

 

 

 

 

 

・町学力調査分析 

 

・朝読書、朝学習（朝の帯タイム） 

・勤堂タイム（昼の帯タイム） 
・家庭学習の充実 
・授業の基盤形成の取組 

・家庭学習の充実 
 

・研究授業後の改善策提案 

・指導案提案 
・向上プランの検証と評価方法 

・校内研修支援 

・若手研修プログラム 

・校内漢字計算コンテスト 
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組織的な授業研究 

推進研修２４日 

県基礎学力調査２６日 

国学力調査  ２７日 

校内研究授業① 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

6 

計画訪問Ａ６月２５日 

（校内研究授業②） 

校内漢字コンテスト 

漢字６月２９日 
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校内研究授業③ 

校内計算コンテスト 

計算７月６日 
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校内研究授業④ 
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計画訪問Ｂ１０月１日

（校内研究授業⑤） 

学力向上フォーラム 

１０月７日 

 

 

 

 

 

    

11 

校内研究授業⑥ 

 

 

校内漢字コンテスト  
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組織的な授業研究 

推進研修 ２日 

校内計算コンテスト 

 

校内研究授業⑦ 

補充学習 

県評価問題   

ＣＲＴテスト 

 

 

 

 

    

1 
評価問題活用 

校内研究授業⑧ 

 

     

2 

スキルアップ 

計画訪問 C ２月９日 

校内漢字コンテスト 

 

  

CTR テスト結果共有 
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評価問題活用 

校内計算コンテスト 

 

 

補充学習 

 

     

４．指導力改善 

主 

研究授業後の改善策提案 

指導案型提案 

５．検証・研修支援 

主 

学力向上プランの検証と評価 

校内研修の支援 

若手研修プログラム計画・実施 前期 
中期 
後期 

２．集計・分析 

主 

目標設定と現状の差異を把握 

原因の究明 

３．指導・研究 

主 

学力向上プラン具体的取組の提案 

学力向上プラン作成、基盤形成提案 

 

授業 

改善 

学力向上に向けて重点的に取り
組むこと 

【学びの１２か条+より】 

○授業 

 

 
 

○基盤 

昨
年
度
各
種
検
証
及
び 

学
力
調
査
等
に
よ
る
現
状
把
握 

２条 

自ら課題を発見し，主体的・協
働的に課題を解決する力の育成 

１．統括  校長・教頭  学校の目標設定・取組状況の把握や全体への具体的な指示 

 

 

基礎学力調査，全国学力調査の
経年比較と自校採点を分析 

次年度目標 

 

評価問題の活用 

成果と課題の分析 

成果の原因の特定 

課題の原因の特定

次年度数値目標 

次年度 学力向上プラン 方向性提案 

学校研究総括 

成果と課題の共有 検証…CRT テスト 
   単元テスト 

評価問題 
分析・課題発見 
経年比較 
問題分析 

提案 

改善 

研究主題 『子どもが自ら問いを持ち、他者と協働し粘り強く学びを深めていく授業づくり」 

～ 主体的な学習態度の指導と評価の一体化を目指して ～ 

 

目指す授業の共有化…研究主任 
 

 

中期取組報告 

 

７条 

主体的な問題解決のための効果的

な ICT活用の促進 

前期 学力向上プラン授業は問いから始まる物語（目標 Ｂ評価以上の児童８０％） 
自ら問いを見いだし、各教科の見方・考え方の既習事項とつなげる！ 

【２条】自ら課題を発見
し，主体的・対話的に課
題を解決する児童の育成
…自ら問いを見いだし、
他者と協働しながら主体
的に学ぶ児童の育成 

課題と改善策の検討 

【二学期目指す姿】 
・児童が自ら問いを
もち、主体的に学ん
でいく姿 

授業提案   教諭 

①課題設定 

②既習事項とのつながり 

 

▲単元や問題の見通しが持てずに、自力解決へと繋がっていかない。 
▲受け身で授業を受けており、本時の学びの有用性を感じられていない。 
 

【三学期目指す姿】 
・児童が自ら問い
をもち、協働的に
粘り強く学んでい
く姿 

検証…参観シート（授業整理会） 
   評価シート 

授業モデル提示…研究主任 
 

‐40‐ 

CRT テスト通過率共有 
（検証・分析） 

塾則 5タイム確認 
学習規律 

共通指導確認 
 

 

授業提案   教諭 

①課題設定 

②既習事項とのつながり 

 授業提案   教諭 

①課題設定 

②既習事項とのつながり 

 

授業提案   教諭 

①課題設定 

②既習事項とのつながり 

 

授業提案   教諭 

①課題設定 

②既習事項とのつながり 

 

授業提案   教諭 

①課題設定 

②既習事項とのつながり 

 

授業提案   教諭 

①課題設定 

②既習事項とのつながり 

 

授業提案   教諭 

①課題設定 

②既習事項とのつながり 

 

検証…児童アンケート 

検証…評価シート 
単元テスト問題 

検証…参観シート（授業整理会） 
   評価シート 

検証…参観シート（授業整理会） 
   評価シート 

検証…参観シート（授業整理会） 
単元テスト、評価問題 

 

検証…参観シート（授業整理会） 
   評価シート 

児童アンケート 
 

 

検証…参観シート（授業整理会） 
   評価シート 

検証…参観シート（授業整理会） 

検証…参観シート（授業整理会） 
   評価シート 

単元テスト問題 
児童アンケート 

 
 前期取組報告 

研究の方向性及び修正 

中期 学力向上プラン 授業は問いから始まる物語（目標 Ｂ評価以上の児童８５％） 

各 チ ー ム 検 証 及 び 中 期 向 上 プ ラ ン 作 成 に 向 け て 提 案 

後期 学力向上プラン 授業は問いから始まる物語（目標 Ｂ評価以上の児童９０％）   


